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(百万円未満切捨て)

１．2022年７月期第１四半期の連結業績（2021年８月１日～2021年10月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年７月期第１四半期 229 － 9 － 13 － 9 －
2021年７月期第１四半期 － － － － － － － －

(注)包括利益 2022年７月期第１四半期 10 百万円 ( －％) 2021年７月期第１四半期 － 百万円 ( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年７月期第１四半期 4.49 4.46

2021年７月期第１四半期 － －
（注）当社は2021年７月期第１四半期については四半期連結財務諸表を作成していないため、2021年７月期第１四半期

の連結業績及び2022年７月期第１四半期の対前年同四半期増減率については、記載しておりません。

（２）連結財政状態
　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年７月期第１四半期 610 27 4.4

2021年７月期 634 17 2.6

(参考) 自己資本 2022年７月期第１四半期 26 百万円 2021年７月期 16 百万円

　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年７月期 － 0.0 － 0.0 0.0

2022年７月期 －

2022年７月期(予想) 0.0 － 0.0 0.0

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年７月期の連結業績予想（2021年８月１日～2022年７月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,206 15.2 39 － 42 － 25 － 11.47

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年７月期１Ｑ 2,197,300株 2021年７月期 2,197,300株

② 期末自己株式数 2022年７月期１Ｑ －株 2021年７月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年７月期１Ｑ 2,197,300株 2021年７月期１Ｑ 2,197,300株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっての注意事項については、決

算短信（添付資料）３ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、経済・社会活動

が制限され、企業収益の悪化及び個人消費の著しい停滞等厳しい経済環境が続いております。ワクチン接種の進

展により、景気回復の動きも見られましたが、先行きが不透明な状況が続いております。

当社グループの主要取引先である建設業界におきましては、公共投資は底堅く推移し、民間設備投資は一部持

ち直しておりますが、今後も建設需要やニーズの変化に対して注視が必要な状況が続いております。

このような経済環境の中で、当社グループは経営理念でもある個の成長、育成に力を入れ続け、人材採用の強

化、最新テクノロジー（ＢＩＭ／ＣＩＭによる３次元設計、ＶＲ、ＡＲ等）の積極的導入を行い、建設設計関連

のワンストップサービスの強化を図りました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は229,241千円、営業利益は9,010千円、経常利益は

13,396千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は9,869千円となりました。

なお、当第１四半期連結累計期間は四半期連結財務諸表の作成初年度であるため、前年同期との比較対比は行

っておりません。

当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は、以下のとおりであります。

①設計ソリューション事業

設計ソリューション事業の売上高は185,195千円、セグメント利益は43,303千円となりました。

②測量事業

測量事業の売上高は17,616千円、セグメント利益は2,070千円となりました。

③派遣事業

派遣事業の売上高は27,584千円、セグメント利益は5,815千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は490,391千円となり、前連結会計年度末と比べ22,819千円減少

いたしました。これは主に、現金及び預金が44,829千円、売掛金及び契約資産が35,628千円減少した一方で、棚

卸資産が52,087千円増加したことによるものであります。固定資産は119,713千円となり、前連結会計年度末と比

べ2,015千円減少いたしました。これは主に、有形固定資産が2,836千円、投資その他の資産が2,912千円減少した

ことによるものであります。

この結果、総資産は610,105千円となり、前連結会計年度末と比べ24,835千円減少いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は303,522千円となり、前連結会計年度末と比べ9,668千円減少

いたしました。これは主に、短期借入金が30,000千円減少した一方で、賞与引当金が19,036千円増加したことに

よるものであります。固定負債は279,399千円となり、前連結会計年度末と比べ25,169千円減少いたしました。こ

れは主に、長期借入金が23,965千円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は582,921千円となり、前連結会計年度末と比べ34,837千円減少いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は27,183千円となり、前連結会計年度末と比べ10,002千円増

加いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益9,869千円を計上したことにより、利益剰余金

が同額増加したためであります。

この結果、自己資本比率は4.4％（前連結会計年度末は2.6％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年７月期の連結業績予想につきましては、2021年９月14日付「2021年７月期決算短信」で公表いたしまし

た業績予想に変更はありません。

今後、業績予想を修正する必要が生じる場合は、速やかに開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年10月31日)

資産の部

　流動資産

　 現金及び預金 298,060 253,231

売掛金 127,144 －

　 売掛金及び契約資産 － 91,515

　 棚卸資産 65,739 117,827

　 その他 22,629 28,106

　 貸倒引当金 △363 △289

　 流動資産合計 513,211 490,391

　固定資産

　 有形固定資産 42,843 40,006

　 無形固定資産 30,458 34,192

　 投資その他の資産 48,427 45,514

　 固定資産合計 121,728 119,713

　資産合計 634,940 610,105
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年10月31日)

負債の部

　流動負債

　 短期借入金 60,000 30,000

　 １年内返済予定の長期借入金 82,016 85,602

　 未払費用 77,663 76,608

　 賞与引当金 13,440 32,476

　 受注損失引当金 15,991 22,847

　 その他 64,079 55,987

　 流動負債合計 313,190 303,522

　固定負債

　 長期借入金 282,753 258,788

　 資産除去債務 12,962 12,970

　 その他 8,853 7,640

　 固定負債合計 304,568 279,399

　負債合計 617,759 582,921

純資産の部

　株主資本

　 資本金 81,001 81,001

　 資本剰余金 25,426 25,426

　 利益剰余金 △89,632 △79,762

　 株主資本合計 16,795 26,665

　その他の包括利益累計額

　 為替換算調整勘定 △164 △32

　 その他の包括利益累計額合計 △164 △32

　新株予約権 550 550

　純資産合計 17,181 27,183

負債純資産合計 634,940 610,105
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間
(自 2021年８月１日
至 2021年10月31日)

売上高 229,241

売上原価 153,930

売上総利益 75,310

販売費及び一般管理費 66,300

営業利益 9,010

営業外収益

受取手数料 1,743

　 補助金収入 3,654

その他 197

営業外収益合計 5,595

営業外費用

支払利息 900

為替差損 309

営業外費用合計 1,210

経常利益 13,396

税金等調整前四半期純利益 13,396

法人税、住民税及び事業税 1,982

法人税等調整額 1,543

法人税等合計 3,526

四半期純利益 9,869

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,869
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間
(自 2021年８月１日
至 2021年10月31日)

四半期純利益 9,869

その他の包括利益

為替換算調整勘定 132

その他の包括利益合計 132

四半期包括利益 10,002

(内訳)

親会社株主に係る四半期包括利益 10,002

　



株式会社一寸房(7355)
2022年７月期 第１四半期決算短信[日本基準]（連結）

- 8 -

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を当第

１四半期連結会計期間の期首より適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、設計ソリューション事業における工事監理業務において、従来は検収基準に基づき一時点で収

益を認識しておりましたが、当該業務は契約期間に渡って履行義務が充足することから、契約期間に応じて均

等按分し、収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに

従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりませ

ん。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高及び売上原価に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしま

した。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表

示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12

号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との

契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

セグメント情報

当第１四半期連結累計期間(自 2021年８月１日 至 2021年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
財務諸表
計上額
（注２）

設計ソリュ
ーション
事業

測量事業 派遣事業 計

売上高

　顧客との契約から生じ
　る収益

185,195 16,462 27,584 229,241 － 229,241

　外部顧客への売上高 185,195 16,462 27,584 229,241 － 229,241

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ 1,154 － 1,154 △1,154 －

計 185,195 17,616 27,584 230,395 △1,154 229,241

セグメント利益 43,303 2,070 5,815 51,189 △42,178 9,010

（注）１．セグメント利益の調整額△42,178千円には、セグメント間取引消去2,350千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△44,528千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更して

おります。

なお、売上高及びセグメント利益に与える影響は軽微であります。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

　


